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いちご一会とちぎ国体下野市実行委員会 

 第４回 競技式典専門委員会 

 次    第 

                        日時 令和３年２月２４日（水） 

                        場所 ― （書面により開催） 

１． 開    会 

２． 委員長あいさつ 

３． いちご一会とちぎ国体下野市実行委員会 第４回 競技式典専門委員会 

（１）報告事項 

  ●報告第１号 いちご一会とちぎ国体競技別リハーサル大会概要について 

●報告第２号 いちご一会とちぎ国体本市開催競技日程等について 

●報告第３号 いちご一会とちぎ国体デモンストレーションスポーツ競技会会期について 

  ●報告第４号 いちご一会とちぎ国体下野市実行委員会ホームページ等の開設について 

  ●報告第５号 いちご一会とちぎ国体下野市開催競技会場等設計（リハーサル大会）について 

（２）審議事項   

  ●審議第１号 いちご一会とちぎ国体 下野市情報通信基本計画（案） 

  ●審議第２号 いちご一会とちぎ国体 下野市式典基本計画（案） 

  ●審議第３号 いちご一会とちぎ国体 下野市炬火イベント実施計画（案） 

  ●審議第４号 デモスポ実施要項（案） 

  ●審議第５号 いちご一会とちぎ国体 下野市開催推進総合年次計画修正（案） 

  ●審議第６号 いちご一会とちぎ国体 下野市情報通信業務実施要項（案） 

  ●審議第７号 いちご一会とちぎ国体 下野市式典実施要項（案） 

（３）その他 

４． 閉    会 
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報告第１号 

いちご一会とちぎ国体競技別リハーサル大会の概要について（令和３年） 

１ 目的 

  いちご一会とちぎ国体の開催に備えて、競技会の運営能力の向上と市民の国体や競技

に対する機運の醸成を図るため、県、競技団体及び関係機関等と協力して開催する。 

２ 大会運営 

  大会の運営は、原則として国体に準じて実施するものとする。 

３ 競技大会及び日程 

（１）ハンドボール競技リハーサル大会 

◆大会名  第２６回ジャパンオープンハンドボールトーナメント 

➣日本ハンドボールリーグ（ＪＨＬ）に所属していない社会人チームを対象

として、全国各ブロック予選を勝ち抜いたチーム及び開催地代表を加えた

男子３２チーム、女子１６チームが参加し、トーナメント方式で優勝を争う

大会。 

       上位チームには日本ハンドボール選手権大会への出場権が与えられる。 

◆競技日程・会場 

市町 会場 

期 日 

８/１１ ８/１２ ８/１３ ８/１４ 

水 木 金 土 

栃木市 
マルワ・アリーナとちぎ ● ● ● ● 

日立栃木体育館 ● ●   

下野市 下野市石橋体育センター ● ● ●  

野木町 野木町立野木中学校体育館 ●    

◆下野市日程詳細（仮） 

８/１１（水） ８/１２（木） ８/１３（金） 

下
野
市
石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

成年女子１回戦 

９：３０～１０：４５

１１：０５～１２：２０

１２：４０～１３：５５

１４：１５～１５：３０

成年男子１回戦 

１５：５０～１７：０５ 

１７：２５～１８：４０

成年女子準々決勝 

９：３０～１０：４５

１１：０５～１２：２０

１２：４０～１３：５５

１４：１５～１５：３０ 

成年女子準決勝 

１５：５０～１７：０５ 

１７：２５～１８：４０

成年女子３位決定戦 

９：３０～１０：４５

成年女子決勝 

１１：０５～１２：２０

成年女子 表彰式 

１２：４０～１３：３０ 
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（２）サッカー競技リハーサル大会 

◆大会名  第５７回全国社会人サッカー選手権大会 

➣日本プロサッカーリーグ（Ｊリーグ）と日本フットボールリーグ（ＪＦＬ）

の所属チームを除く日本サッカー協会第１種登録の社会人チームを対象と

して、全国９地域の代表及び開催地代表を加えた男子３２チームが参加し、

トーナメント方式で優勝を争う大会。上位３チームには、地域チャンピオン

ズリーグへの出場権が与えられる。 

◆競技日程・会場 

市町 会場 

期 日 

１０/９ １０/１０ １０/１１ １０/１２ １０/１３ 

土 日 月 火 水 

宇都宮市 

栃木県グリーンスタジアム    ● ● 

宇都宮市河内総合運動公園陸

上競技場 
●     

さくら市 
さくら市総合運動公園さくら

スタジアム 
● ●    

矢板市 
矢板運動公園陸上競技場 ● ●    

矢板運動公園サッカー場 ●     

那須塩原市 
那須塩原市青木サッカー場グ

ラウンドＢ 
● ●    

真岡市 
真岡市総合運動公園陸上競技

場 
●  ●   

下野市 
下野市大松山運動公園陸上競

技場 
●  ●   

益子町 益子町南運動公園陸上競技場 ● ●    

◆下野市日程詳細 

１０/９ 

（土） 

１０/１０

（日） 

１０/１１ 

（月） 

１０/１２

（火） 

１０/１３

（水） 

大
松
山
運
動
公
園

陸
上
競
技
場

１回戦 

１１：００～１３：００

１３：３０～１５：３０

準々決勝 

１１：００～１３：００

１３：３０～１５：３０
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報告第２号 

いちご一会とちぎ国体本市開催競技日程等について（令和４年） 

○サッカー競技（少年男子） 

地区予選（国体ブロック大会）を勝ち抜いたチームと開催都道府県チームを加えた、２４

チームが参加し、トーナメント方式で優勝を争う。 

会場 
１日目 

１０/２（日）

２日目 

１０/３（月）

３日目 

１０/４（火）

４日目 

１０/５（水）

５日目 

１０/６（木）

真岡市総合運動公園

陸上競技場 

【１回戦】 

【１回戦】 

【２回戦】 

【２回戦】 

【準々決勝】 

【準々決勝】 

 【３位決定戦】 

【決勝】 

真岡市総合運動公園

サッカー場 

【１回戦】 

【１回戦】 

【２回戦】 

【２回戦】 

【２回戦】 

下野市大松山運動公

園陸上競技場 

【１回戦】 

【１回戦】 

 【準々決勝】 

【準々決勝】 

【準決勝】 

【準決勝】 

益子町南運動公園陸

上競技場 

【１回戦】 

【１回戦】 

【２回戦】 

【２回戦】 

【２回戦】 

○ハンドボール競技（全種別）【仮】 

地区予選（国体ブロック大会）を勝ち抜いたチームと開催都道府県チームを加えた、成年

男子（１６チーム）、成年女子（１９チーム）、少年男子（１９チーム）、少年女子（１６チ

ーム）が参加し、トーナメント方式で優勝を争う。 

会場 
１日目 

１０/６（木）

２日目 

１０/７（金）

３日目 

１０/８（土）

４日目 

１０/９（日）

５日目 

１０/１０（月祝）

マルワ・アリーナ

とちぎ 

【成女１回戦】 

【成男１回戦】 

【  〃  】 

【  〃  】 

【  〃  】 

【少男２回戦】 

【成男準々決勝】

【   〃   】 

【   〃   】 

【   〃   】 

【少男準々決勝】 

【   〃   】 

【成男準決勝】 

【  〃  】 

【少男準決勝】 

【  〃  】 

【成男３位決定戦】 

【成男決勝戦】 

【少男３位決定戦】 

【少男決勝戦】 

日立栃木体育館 

【成女１回戦】 

【少女１回戦】 

【  〃  】 

【  〃  】 

【成女２回戦】 

【  〃  】 

【  〃  】 

【  〃  】 

【  〃  】 

学校法人國學院

大學栃木学園第

二体育館 

【少男１回戦】 

【  〃  】 

【  〃  】 

【少男２回戦】 

【  〃  】 

【  〃  】 

【  〃  】 

下野市石橋体育

センター 

【成女１回戦】 

【成男１回戦】 

【  〃  】 

【  〃  】 

【  〃  】 

【成女２回戦】 

【  〃  】 

【  〃  】 

【少女準々決勝】 

【   〃   】 

【成女準々決勝】 

【   〃   】 

【   〃   】 

【   〃   】 

【成女準決勝】 

【  〃  】 

【少女３位決定戦】 

【少女決勝戦】 

【成女３位決定戦】 

【成女決勝戦】 

野木町立野木中

学校体育館 

【少女１回戦】 

【  〃  】 

【  〃  】 

【  〃  】 

【  〃  】 

【少男２回戦】 

【  〃  】 

【  〃  】 

【少女準々決勝】 

【   〃   】 

【少男準々決勝】 

【   〃   】 

【少女準決勝】 

【  〃  】 
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報告第３号 

いちご一会とちぎ国体デモンストレーションスポーツ競技会会期について 

 いちご一会とちぎ国体デモンストレーションスポーツ（キンボールスポーツ）の競技会会

期について、栃木県キンボールスポーツ連盟との協議の結果、下記のとおり、県実行委員会

へ報告しました。 

 今後、県実行委員会専門委員会において、競技会会期（案）の審議・承認後、県実行委員

会常任委員会へ報告され（令和３年２月頃）、正式決定となります。 

記 

１ デモンストレーションスポーツ競技会会期

 競技名 キンボールスポーツ 

 実施日 令和４(2022)年９月１７日 （土） 
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報告第４号 

いちご一会とちぎ国体下野市実行委員会公式ホームページ等の開設について 

１）名称 

   いちご一会とちぎ国体下野市実行委員会公式ＷＥＢサイト 

   (URL https://shimotsuke-tochigikokutai2022.jp/) 

２）目的 

   いちご一会とちぎ国体に向けて、準備状況等に関する情報発信や PRを広く行い、

本大会及び前年度競技別リハーサル大会の周知と開催に向けた機運醸成を図る。 

３）開設日  

令和３年１月１３日（水） 

４）掲載情報 

   大会概要/開催競技/競技会場/競技日程/実行委員会/ 

   協賛企業/ボランティア/市観光情報 

国体応援メッセージ/大松山運動公園 空撮動画（トップページ）  

インフォメーション（市民活動/イベント情報/お知らせ広報活動/入札情報）等 

５）その他ＳＮＳ 

Twitter      アカウント名：いちご一会とちぎ国体下野市実行委員会 

                 URL：https://twitter.com/shimotsuke_kkt 

Instagram     アカウント名：いちご一会とちぎ国体下野市実行委員会 

                 URL：https://instagram.com/shimotsuke_kkt 

YouTube    アカウント名：いちご一会とちぎ国体下野市実行委員会 

            URL：https://www.youtube.com/channel/ 

UC-4RoxgLqyjq4XosrD6bo4g 

下野市 国体 
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大
松
山
運
動
公
園
の
空
撮
動
画
が
再
生
さ
れ
ま
す
。

いちご一会とちぎ国体下野市実行委員会公式ウェブサイト トップページイメージ

本
市
に
縁
の
あ
る
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
等
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

本
市
開
催
競
技
案
内
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実
行
委
員
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活
動
内
容

実
行
委
員
会
会
議
等
開
催
状
況
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報告第５号 

いちご一会とちぎ国体下野市開催競技会場等設計（リハーサル大会）について 

いちご一会とちぎ国体下野市開催競技会場等設計（リハーサル大会）が完了しましたので、

報告します。 

（１）第２６回ジャパンオープンハンドボールトーナメント 

本市開催期日 令和３年８月１１日（水）・１２日（木）・１３日（金） 

（２）第５７回全日本社会人サッカー選手権大会 

   本市開催期日 令和３年１０月９日（土）・１１日（月） 

  ※ハンドボール・サッカーとも、現時点では、有観客を想定し、新型コロナウィルス対

策として、検温所、外部待機所等を設定しています。 

   しかしながら、今後の感染状況、イベント開催時のガイドライン、競技団体等のガイ

ドライン、及び共催市町との調整において、無観客で開催する場合も考えられます。 

その際は、観客席のほか、おもてなしコーナー、ドリンクコーナー、売店の設置等を

取りやめたり、臨時駐車場を設定しないなど、競技運営以外の仮設物は大幅な見直しが

必要となると考えられます。 

いちご一会とちぎ国体下野市開催競技会場等設計（リハーサル大会）については、現

時点での設計となり、今後変更することがありますのでご了承ください。 

各委員の皆さまとは、随時情報共有を行いながら、リハーサル大会の開催準備を進め

ていきますので、よろしくお願いいたします。 
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放送室

DN

D
N

ギャラリー

トレーニング室

ベランダ

物置4

倉庫 物入

吹抜

ミーティング室

物置3

6

報道員・視察員

29

競技会係員・ボランティア

30

報道員・視察員エリア

NO 施 設 名
A オ フ ィ シ ャ ル 席
B マ ッ チ バ イ ザ ー 席
C 戦 評 ・ 公 式 記 録 席
D 放 送 席
E 競 技 役 員 席
F 審 判 員 席
G 来 賓 ・ 大 会 役 員 席
H 救 護 席
J 報 道 員 ・ 視 察 員 席
K 選 手 席
L ト レ ー ナ ー 席
M コ ー ト キ ー パ ー 席
N レ ッ ド カ ー ド 席

いちご一会とちぎ国体下野市実行委員会
縮尺

修正日図面名

競技名

会場配置図（石橋体育センター2F）

第２６回ジャパンオープンハンドボールトーナメント S=1/250(A3)

2020/12/02

実施本部

９

NO 施 設 名 NO 施 設 名 NO 施 設 名
1 競 技 本 部 14 ド リ ン ク コ ー ナ ー （ 選 手 ） 27 エ コ ス テ ー シ ョ ン
2 記 録 本 部 ・ 筆 耕 室 15 一 般 観 覧 席 28 環 境 美 化 係 控 所
3 審 判 員 ・ Ｔ Ｄ 控 室 16 ハ ー ト フ ル 席 29 競 技 会 係 員 控 室
4 競 技 役 員 控 室 17 受 付 案 内 所 （ 選 手 ・ 監 督 ） 30 ボ ラ ン テ ィ ア 控 室
5 来 賓 ・ 大 会 役 員 控 室 18 受付案内所（行政 ・競技団体） 31 輸 送 交 通 本 部
6 報 道 員 ・ 視 察 員 控 室 19 プ ロ グ ラ ム 販 売 所 32 消 防 警 備 本 部
7 男 子 審 判 員 更 衣 室 20 成 績 掲 示 板 ・ 記 録 速 報 所 33 ご み 集 積 所
8 女 子 審 判 員 更 衣 室 21 救 護 所 34 駐 車 場 係 控 所
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いちご一会とちぎ国体下野市実行委員会 

第４回 競技式典専門委員会 

審 議 事 項 
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審議第 1号 

いちご一会とちぎ国体下野市情報通信基本計画（案） 

１ 目的 

  この計画は、いちご一会とちぎ国体（以下「国体」という。）を円滑に運営するた

め、情報通信設備の整備について、基本となる事項を定める。 

２ 整備の方針 

  情報通信設備は、可能な限り既存の設備を活用することとし、整備に当たっては、関

係機関、団体等と十分な調整を行い、本市の通信環境に合致し、効率性、経済性が高

く、使い勝手の良い情報通信設備を整備する。 

  また、国体終了後に行う現状復旧において施設等の補修が必要となる場合には、当該

補修作業が最小限かつ短期間となるよう配慮する。 

３ 整備の範囲 

  情報通信設備の整備の範囲は次のとおりとする。 

（１）競技会の運営に必要な情報通信設備 

   いちご一会とちぎ国体下野市実行委員会（以下「実行委員会」という。）は、競技

会を円滑に運営するため、競技会場に置かれる実施本部と外部関係者等との間の通信

及び実施本部員の間の通信に必要となる情報通信設備を整備する。 

（２）記録業務の実施に必要な情報通信設備 

   実行委員会は、迅速かつ正確な記録の送受信を行い、記録業務を円滑に実施するた

め、各競技会場記録本部において必要な情報通信設備を整備する。 

（３）参加者等への情報提供に必要な情報通信設備 

   実行委員会は、各競技会の参加者並びに一般観覧者に競技日程、結果等の情報を提

供するため、総合案内所等に必要な情報通信設備を整備する。 

４ 情報通信設備の種別 

   情報通信設備の種別は次のとおりとし、別表に掲げる各情報通信設備の特徴等を考慮

し、業務内容に適した情報通信設備を整備する。 

   なお、通信規模や設置機器の構成を反映した外部回線の種類の選定や、ＬＡＮ（構内

ネットワーク等）の構築に配慮するものとする。 

（１）有線系（固定電話） 

   利用頻度が著しく高く、又は重要度が高い場合は専用電話とし、それ以外の場合は

加入電話（光電話を含む。）とする。 

19



   また、必要に応じて、ファクシミリの設置やインターネット環境の整備を行う。 

（２）無線系 

   移動通信は、携帯電話又は無線とする。 

   なお、これらの選定に当たっては、当該通信地域の電波状況、通信に求められる重

要度、通信の頻度、使い勝手、経済性に留意して選定する。 

５ 企業協賛の活用 

   実行委員会は、情報通信設備の整備にあたっては、企業協賛による無償貸与及び運営

指導、電界強度調査等の技術援助により、整備等に要する経費の節減に努める。 
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別表（情報通信整備計画 ４関係）

区
分

情報通信設備 特徴 主な用途

有
線
系

専用電話
（ホットライン）

・専用回線を整備する。
・特定の２者間で利用し、受話器
を取ると相手に繋がるため話し
中がない。

・実施本部内において、緊急
性・重要度があり利用頻度が
高い部署間で使用。

加入電話
（光電話を含む。）

・一般回線を使用する。
・複数の相手と通話できる。
・臨時に設置する一般電話で、特
定電話番号を持っている。

・回線が集中する部署では、
必要最小限の回線を内線電話
で共有できるビジネスフォン
を使用すると効果的。
・実施本部と外部関係者及び
本部内の各班間で使用。

ファクシミリ
（ＦＡＸ）

・紙面による通信ができる。
・ＦＡＸと一体となった電話端
末機もある。

・口頭連絡では業務上支障が
あり、紙面での連絡・指示等
が必要な部署で使用。

インターネット

・パソコンによりデータの送受
信ができる。
・気象、交通情報等の情報収集が
できる。

・大会運営資料の送受信、情
報収集が必要な部署で使用。

無
線
系

携帯電話

・秘匿性が比較的高い。
・付加機能（メール）によるデー
タの送受信ができる。
・通話が集中する時間帯では、通
信できなくなる可能性があるた
め、臨時基地局の設置を検討する
必要がある。

・移動通信が必要で、一対一
の連絡頻度が高い部署で使
用。

特定小電力無線
〈アナログ方式〉
〈デジタル方式〉

・通信距離は約 100～200ｍ。（見
通し距離）
・手軽に使え免許がいらない。
・手軽で多数が使用するため、混
信が多い。
・建物等の障害物に弱い。
・一斉通話ができる。

・出力（10ｍＷ）が弱く、通
話距離も短いことから、通話
相手が見渡せる距離で使用。
・陸上競技場の観覧席等にお
いて、業務連絡が必要な小グ
ループの部署で使用。

新簡易無線
〈アナログ方式〉

・通信距離は約１㎞。
・チャンネル数が比較的多く、混
信が少ないため、イベントに適し
ている。
・一斉通話ができる。

・出力（１Ｗ）は特定小電力
無線より強く、チャンネル数、
通信距離等から競技会場内で
使用。
・駐車場間の業務連絡等、あ
る程度の距離がある部署で使
用。

簡易無線
〈アナログ方式〉
〈デジタル方式〉

・通信距離は約３㎞。
・チャンネル数が多く、混信が少
ない。
・アナログ方式の機器は、屋内外
の使用に適している。
・一斉通話ができる。

・新簡易無線より出力（１～
５Ｗ）が強く、チャンネル数・
通信距離等から競技会場内外
で使用。

ＭＣＡ無線
〈デジタル方式〉

・中継基地局経由の広域通信。
・通信距離は中継基地局から半
径 30～50㎞。
・建物の影響を受けやすいが、屋
外アンテナで解消できる。
・通話時間（概ね１分間）の制限
があり、話し中で通信ができない
場合がある。

・本部と駐車場（パーク＆ラ
イド等）との業務連絡等、長
距離間通信が必要な部署で使
用。
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審議第２号 

いちご一会とちぎ国体下野市式典基本計画（案） 

１ 目的 

  いちご一会とちぎ国体」（以下「国体」という。）において下野市で開催される式典

（炬火イベント、競技会開始式及び表彰式をいう。以下同じ。）については、県の「第

７７回国民体育大会式典基本方針」及び「式典基本構想」を踏まえ、大会にふさわしい

運営を図る。 

２ 基本事項 

（１） 炬火イベント 

炬火イベントは、開催機運を高めるために、本市の特色を活かし、市民が親し

みを持てるよう、創意工夫を凝らして実施する。 

（２） 競技会開始式 

競技会開始式は、実施の有無を競技団体と協議し、実施する場合にあっては競技 

運営に支障のないよう簡素化に努める。 

（３） 表彰式 

表彰式は、選手の健闘を心からたたえる場となるよう、競技団体、市民等と協

力して実施する。 

（４） 式典音楽 

式典で使用する音楽は、ＣＤ等の活用を図るなど簡素化に努める。 

  炬火：オリンピックの聖火に当たるもので、採火した火はリレーされるなどして総合

開会式において一つに集火され、炬火台に点火される。 
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    式  典  基  本  構  想 

平成３０年２月１３日 

令和元年８月５日改正

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会実行委員会 
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１

式典基本構想策定にあたって 

国体は、広く国民の間にスポーツを普及し、国民の健康増進と体力向上を目指し、地方ス

ポーツの振興と地方文化の発展を図ることを目的として、毎年開催される国内最大のスポー

ツの祭典です。 

栃木県では、昭和 55（1980）年開催の「栃の葉国体」以来 42 年ぶりとなる平成 34（2022）

年に、第 77回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」を開催することとなりました。 

 栃木県で２度目の開催となる国体は、「オリンピック・レガシー（遺産）を生かし、県民

総力を挙げて、栃木の魅力・実力を世界に発信」を基本目標として定め、「県民総参加で感

動を創出する国体」「栃木の魅力を世界に発信する国体」「生涯にわたりスポーツ活動を推進

する国体」「地域スポーツの活性化につながる国体」の４つの項目を大きな柱として、国体

の成功に向けて取り組んで参ります。 

 特に、総合開・閉会式をはじめとする式典は、栃木の自然や歴史・文化を県内外に発信で

きる絶好の機会であることから、県民総参加のもと、来県者を温かく迎え、地域の特色を生

かしたおもてなしをすることで、栃木の魅力・実力を全国にアピールする場にしたいと考え

ています。 

 この式典基本構想は、平成 28（2016）年に策定した式典基本方針を踏まえた上で、式典

に関する基本的な考え方を明らかにするもので、「いちご一会とちぎ国体」における式典全

体の共通指針として、策定します。 

昭和 55（1980）年「栃の葉国体」 

（株）新朝プレス発行「栃の葉賛歌」より引用 
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２

１ 大会の概要 

大会名

大会愛称

スローガン 

「いちご」の生産量が半世紀にわたって日本一の栃木県。 

「いちご王国」で行われる国体に参加するすべての人々が、県

民の心のこもった様々なおもてなしに出会い交流を深めるこ

とで新たな夢や感動が生まれることを目指します。 

アスリート達が夢に向かって突き進む姿は、大会に参加する 

すべての人に感動を与えます。その感動をレガシーとして、未

来の人づくり、地域づくりにつなげていきたいという願いがこ

められています。 
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３

マスコット 

開催時期 

冬季大会：令和 4(2022)年)1 月下旬（7日間） 

本大会：令和 4(2022)年 10 月 1日～11 日の 11 日間 

実施競技 

正式競技（37競技） 

  冬季大会の正式競技（２競技） 

特別競技（１競技） 

  公開競技（５競技） 

  デモンストレーションスポーツ(31 競技) 

プロフィール 

なまえ      「とちまるくん」 

うまれたところ  栃木県庁前のトチノキ 

たんじょうび   11 月 11 日 

せいかく     ちょっとやんちゃな 

頑張り屋さん 

とくいなこと   とちまるくん体操、 

かけっこ 

ゆめ       栃木県の「元気」と「ニ

コニコ」で全国のお友だ

ちを笑顔にすること 
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４

２ 式典の概要 

式典は、総合開・閉会式、各競技会の表彰式、大会旗・炬火リレーで構成します。 

 国民体育大会開催基準要項並びに第77回国民体育大会開催基本構想及び第77回国民体育

大会式典基本方針に定められた内容を踏まえ、オリンピック・レガシーを生かし、「夢を感

動へ。感動を未来へ。」のスローガンのもと、「いちご一会とちぎ国体」にふさわしい式典を

目指します。

（１）式典テーマ 

（２）式典の基本的な考え方

・ 県民をはじめ、参加するすべての人々が協力し、全員で感動を共有できる  

式典を目指します。 

・ 簡素化に努めながらも、工夫を凝らして創り上げることで、記憶に残る式典

を目指します。

・ 栃木の美しい自然や優れた歴史・文化、豊かな食文化を取り入れることで、

本県の魅力を全国に発信する式典を目指します。 

・ 県民がふるさとの魅力を再認識するとともに、その魅力に誇りをもつことが

できる式典を目指します。

・ 県民がおもてなしの心をもって来県者を迎え、栃木県民の温かさが伝わる 

式典を目指します。 

・ 参加するすべての人々の絆を深め、来県者と栃木との本物の出会いを演出 

する式典を目指します。

① 県民総参加のもと、簡素な中にも創意工夫を凝らしながら、感動を共有し、

すべての人々の記憶に残る式典 

② 美しい自然や優れた歴史・文化、豊かな食文化などの栃木の魅力を全国に  

発信する式典 

③ 訪れる人々を心のこもった「おもてなし」で迎え、出会いと交流により人々

の絆が深まる式典 
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５

３ 総合開・閉会式等の概要 

（１）総合開会式 

① 開催会場 栃木県総合運動公園（仮称 新スタジアム）

② 基本的な考え方 

・ 選手一人一人が抱く、国体に懸ける思いや夢を表現し、これから始まる熱戦への 

期待感を高める内容とします。 

・ 栃木の自然や歴史・文化を生かした内容で、会場全体を盛り上げるとともに、栃木

の魅力を全国へ発信する内容とします。 

・ 次の世代を担う子どもたちをはじめ、すべての県民にスポーツの素晴らしさを広め、

生涯を通じた幅広いスポーツ活動に結びつくきっかけになる内容とします。

  ③ 構成及び展開イメージ 

オープニングプログラム、式典前演技、式典、エンディングプログラムで構成 

  ④ 総合開会式における式典の流れ（次第） 

※次第については、公益財団法人日本スポーツ協会と協議の上、正式に発表します。 

１ 開式通告 

２ 役員・選手団入場 

３ 開会宣言（栃木県知事） 

４ 国旗掲揚 

５ 大会旗・日本スポーツ協会旗・実施競技団体旗掲揚 

６ 栃木県旗・都道府県旗・会場地市町村旗掲揚 

７ 天皇杯・皇后杯返還 

８ 大会会長あいさつ（日本スポーツ協会会長） 

９ 文部科学大臣あいさつ 

10 天皇陛下のお言葉 

11 炬火入場・点火 

12 選手代表宣誓 

13 閉式通告 

式典

天皇・皇后両陛下御

臨席のもと、国民体

育大会開催基準要

項に即して行われる

式典。

オープニング

プログラム

県内の団体による

パフォーマンス等で

構成するプログラム。

式典前演技

本県の魅力・実力を

最大限に発揮する集

団演技。天皇・皇后

両陛下御臨席のもと

で行われる。

エンディング

プログラム

式典終了後、国体の

ムードを盛り上げる

プログラム。
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６

（２）総合閉会式 

① 開催会場 栃木県総合運動公園（仮称 新スタジアム） 

② 基本的な考え方 

・ 多くの感動を与えてくれた選手の健闘を称え、大会に関わった全ての人への感謝を

表現した内容にします。 

・ 大会の中で生まれた一期一会の出会いを大切にし、絆をさらに深める式典にします。 

・ 「いちご一会とちぎ国体」での多くの感動を振り返るとともに、その感動を第 22

回全国障害者スポーツ大会や、第 78 回国民体育大会へつなげる式典にします。

  ③ 構成及び展開イメージ 

オープニングプログラム、式典で構成 

  ④ 総合閉会式における式典の流れ（次第） 

※次第については、公益財団法人日本スポーツ協会と協議の上、正式に発表します。 

１ 開式通告 

２ 役員・選手団入場 

３ 成績発表 

４ 表彰状授与 

５ 天皇杯・皇后杯授与 

６ 大会会長あいさつ（日本スポーツ協会会長） 

７ スポーツ庁長官あいさつ 

８ 栃木県旗・都道府県旗・会場地市町村旗降納 

９ 大会旗・日本スポーツ協会旗・実施競技団体旗降納 

10 国旗降納 

11 炬火分火・納火 

12 国体旗引継 

13 次期開催県旗掲揚 

14 閉会宣言（栃木県知事） 

15 閉式通告 

オープニング

プログラム

県内の団体によるパ

フォーマンス等で構

成するプログラム。

式典

皇族御臨席のもと、

国民体育大会開催基

準要項に即して行わ

れる式典。
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７

～参考：国民体育大会開催基準要項細則（抜粋）～

８ 本則第 20 項第 5号（各競技会表彰式の要領）

  各競技会の表彰式では、できるだけ簡素なものとし、概ね次のとおりとする。

  ・成績発表

  ・表彰状授与

  ・大会会長トロフィー授与

  ・競技会会長閉会のあいさつ

  ・会場地代表歓送のことば

  ・国旗降納

  ・大会旗、実施競技団体旗、会場地市町村旗降納

（３）冬季大会競技会開始式 

① 開催会場 未定 

② 基本的な考え方 

・ 総合開会式の基本的な考え方を踏襲し、「いちご一会とちぎ国体」の幕開けにふさ

わしい内容にします。

③ 構成及び展開イメージ 

歓迎アトラクション、式典で構成  

④ 開始式における式典の流れ（次第）

※ 次第については、公益財団法人日本スポーツ協会と協議の上、正式に発表します。 

（４）各競技会の表彰式 

  基本的な考え方 

・ 全力を尽くした選手の健闘を称え、参加者同士で感動を分かち合うとともに、  

関わったすべての人が達成感や清々しさを感じられる内容とします。 

・ 簡素な中にも、地域の特色を生かした内容とします。 

１ 競技会開始宣言 

２ 国旗掲揚   

３ 大会旗・日本スポーツ協会旗・実施競技団体旗掲揚  

４ 栃木県旗・会場地旗掲揚 

５ 大会会長トロフィー返還  

６ 日本スポーツ協会会長または文部科学省あいさつ  

７ 競技会会長（中央競技団体）あいさつ  

８ 歓迎のことば  

９ 選手代表宣誓
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８

（５）大会旗・炬火リレー 

  ① 基本的な考え方 

・ 地域の歴史・伝統・文化を生かすことで、郷土意識を高める内容とします。 

・ 子どもからお年寄りまで、幅広い年代の県民が参加することで、国体に向けた機運

を高めます。 

・ 県民や選手の心に刻まれる内容となるよう、工夫します。

② 展開イメージ 

炬火の採火

各地域で採火

イベント

大会旗を利用

したイベントや、

炬火リレー

炬火の集火

各地域で採火

した火を集火

炬火の点火

総合開会式で

炬火台に点火

炬火の分火・

納火

障害者スポー

ツ大会への分

火、総合閉会

式で納火
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９

４ 式典に係る今後のスケジュール 

平成34（2022）年度
（開催年）

全
体
計
画

式
典
運
営

式
典
音
楽

式
典
演
技

平成30（2018）
～31（2019）年度
（開催4～3年前）

平成32（2020）年度
（開催2年前）

平成33（2021）年度
（開催1年前）

総
合
練
習
会
・
総
合
リ
ハ
ー
サ
ル
実
施

い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体

本
大
会

式典基本計画

策定

・ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの

基本的な考え方、構成

・ｴﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの

基本的な考え方、構成

・炬火リレーの基本方針、

実施市町村の意向調査

ほか

・式典音楽の基本的な

考え方

・使用曲の構想

・音楽隊編成の検討

ほか

・式典演技の基本的な

考え方、展開、構想

・出演団体の編成計画

ほか

式典実施計画

策定

・ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの

内容、時間配分、構成

計画

・ｴﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの

内容、時間配分、構成

計画

・炬火リレーの演出、

入場・点火計画

・全体のタイムテーブル

ほか

・式典音楽の使用曲、

時間配分、演奏形態

・音楽隊の編成、人数

ほか

・式典演技の構成、内容

・出演団体の選定、構想

・音響、映像の計画

ほか

式典実施要項

策定

・ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの

演目、出演団体

・ｴﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの

演目、出演団体

・炬火リレーの演出、

採火・点火方法

ほか

・式典音楽の演奏時間、

使用曲名、作編曲名、

指揮者選定、音楽

出演団体

ほか

・式典演技の出演者、

演技内容、演技での

使用用具、服飾、

デザイン

ほか
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１０

５ 参考資料等 

第 77 回国民体育大会 式典基本方針 

（平成 29（2017）年２月 13 日 第８回常任委員会決定） 

第 77 回国民体育大会の式典は、国民体育大会開催基準要項（以下「基準要項」という。）

及び第 77 回国民体育大会開催基本方針並びに第 77 回国民体育大会開催基本構想を踏まえ、

「夢を感動へ。感動を未来へ。」のスローガンのもと、「いちご一会とちぎ国体」にふさわし
い式典とする。

１ 基本理念 

（１）県民総参加のもと、簡素な中にも創意工夫を凝らしながら、感動を共有し、すべての
人々の記憶に残る式典とする。

（２）美しい自然や優れた歴史・文化、豊かな食文化などの栃木の魅力を全国に発信する式
典とする。

（３）訪れる人々を心のこもった「おもてなし」で迎え、出会いと交流により人々の絆が深
まる式典とする。

２ 式典の構成 

式典は、国民体育大会の総合開・閉会式、各競技会の表彰式及び大会旗・炬火リレーで
構成する。 

（１）総合開会式・総合閉会式 

総合開会式及び総合閉会式は、基準要項第 19 項第 3号に規定する各項目及び基準 
要項第 19 項第 4号に規定する集団演技並びに役員・選手団入退場で構成する。 

（２）各競技会表彰式 
各競技会表彰式は、基準要項第 19項第 5号及び同細則第 7項の規定する各項目で 

構成する。 
（３）大会旗・炬火リレー 

大会旗・炬火リレーは、炬火採火、大会旗・炬火リレー及び炬火集火で構成する。 

３ 式典の企画・運営 
（１）総合開会式・総合閉会式 

総合開・閉会式は、第 77回国民体育大会栃木県準備（実行）委員会が企画し、第 77
回国民体育大会栃木県実施本部（仮称）が運営に当たる。 

（２）各競技会表彰式 
各競技会の表彰式は、第 77 回国民体育大会栃木県準備（実行）委員会が別に定める

要項に基づき、会場地市町村準備（実行）委員会が関係競技団体と協議の上、企画・運
営に当たる。 

（３）大会旗・炬火リレー 

大会旗・炬火リレーについては、別に定める要項に基づくものとする。 
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１１

第 77 回国民体育大会開催基本構想（抜粋） 

（平成 27（2015）年 11 月５日 第４回常任委員会決定） 

第２章 第 77 回国民体育大会の基本目標と目指す方向 

１．第 77 回国民体育大会の基本目標 

平成 32（2020）年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会の２年後となる好機を 

生かし、ハード・ソフト両面のオリンピック・レガシー（遺産）を可能な限り受け継ぎなが

ら、国内最大のスポーツの祭典として、全ての県民が総力を結集し、本県の魅力・実力を  

国内外に積極的に発信する大会となることを基本目標として定めます。 

また、基本目標の実現に向けて、次の４つの項目を大きな柱として、様々な取組を展開し

ていきます。

２．栃木県が目指す国体 

取組１ 県民総参加で感動を創出する国体 

全県民が総力を挙げて、郷土を代表する競技者を応援するとともに、競技会等を「す 

る」「みる」「支える」といった関わりを持つことで、県民総参加の大会を目指します。

取組２ 栃木の魅力を世界に発信する国体 

本県の豊かな自然と地域の特色を活かし、観光・歴史・文化的事業の推進を図りな

がら地域の絆を深め、本県を訪れる人々を「おもてなしの心」で温かく迎える大会を

目指します。 

取組３ 生涯にわたりスポーツ活動を推進する国体 

指導者の養成や選手の育成など、競技力の向上を図りながら、すべての県民にスポ 

ーツの喜びを広め、健康増進と体力向上を推進し、生涯を通じた幅広いスポーツ活動

に結びつく大会を目指します。

取組４ 地域スポーツの活性化につながる国体 

競技会の開催に当たっては、県・市町村施設を有効に活用するとともに、開催され

る競技が会場となる市町村に普及し、地域に根付くような大会を目指します。

オリンピック・レガシー（遺産）を生かし、 

県民総力を挙げて、栃木の魅力・実力を世界に発信
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１２

国民体育大会開催基準要項（抜粋） 

（平成 30（2018）年４月１日 公益財団法人日本スポーツ協会） 

２０ 大会の式典 
【本大会】 
(1) 大会の式典を行う場合は、冬季大会を含め回数を同じくする大会の総合開・閉会式
として、開催県実行委員会が選定した競技会場地で行う。ただし、本大会を複数の
都道府県において開催する場合は、別に協議する。 

(2) 式典の所要時間は、原則として 60 分以内とする。 
(3) 式典は、できるだけ簡素なものとして、次の項目を必ず式典中に取り入れるものと
する。ただし、その他の項目については、開催県実行委員会において企画の上、日
本スポーツ協会と協議して定める。 

総合開会式 開会宣言 
国旗掲揚 
大会旗・日本スポーツ協会旗・実施競技団体旗掲揚 
開催県旗・参加都道府県旗・会場地旗掲揚 
天皇杯・皇后杯返還 
大会会長あいさつ 
文部科学大臣あいさつ 
天皇陛下お言葉 
炬火点火 
選手代表宣誓 

総合閉会式 成績発表 
表彰状授与 
天皇杯・皇后杯授与 
大会会長あいさつ 
スポーツ庁長官あいさつ 
開催県旗・参加都道府県旗・会場地旗降納 
大会旗・日本スポーツ協会旗・実施競技団体旗降納 
国旗降納 
炬火納火 
国体旗引継 
次期開催県旗掲揚 
閉会宣言 

(4) 総合開・閉会式時に集団演技を実施することができる。 
(5) 競技会終了後の表彰式は細則第 8 項により実施することができる。 

【冬季大会】 
冬季大会の各競技会においては、開始式並びに表彰式を実施するものとする。ただ
し、その場合はできるだけ簡素なものとし、内容については、開催県実行委員会に
おいて企画の上、日本スポーツ協会と協議して定める。 

２１ 国体旗引継ぎ及び保管 
(1) 国体旗は、総合閉会式時に本大会開催県代表者から次回本大会開催県代表者に引き
継がれる。 

(2) 前号の方法は、大会ごとの事情に応じて行う。 
(3) 本大会の開催期間を除き、国体旗の保管は、日本スポーツ協会が行う。 

２２ 大会旗及び炬火リレー 
(1) 大会旗及び炬火リレーは、開催県内に限り実施することができる。 
(2) リレーの方法については、開催県実行委員会が企画し、実施する。 
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式典基本計画

いちご一会とちぎ国体・ とちぎ大会
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いちご一会とちぎ国体・ とちぎ大会実行委員会事務局

（ 栃木県国体・障害者スポーツ大会局内）
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栃木県総合運動公園陸上競技場

（ 新スタジアム）完成イメージ

2 0 2 2 とちぎ国体 検 索
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審議第３号 

いちご一会とちぎ国体下野市炬火イベント実施計画（案） 

１ 目的 

  市民総参加の意識の高揚といちご一会とちぎ国体」（以下「国体」という。）に向けた

機運醸成を図るため、いちご一会とちぎ国体下野市実行委員会が実施する炬火イベント

について、必要な事項を定める。 

２ 実施期間 

（１）採火イベント 

２０２２年８月下旬までに行うものとする。 

（２）集火イベント 

２０２２年９月中旬までに行うものとする。 

３ 採火・集火方法 

（１）採火イベント 

市内各地区において、小中学校や各地区既存の行事等と連携し、採火を実施する。 

（２）集火イベント 

自主イベントを企画し、各地区の採火イベントで誕生した火を一つに集める集火 

イベントを実施するとともに、この集めた火を「下野市の火」とする。 

４ 国体総合開会式 

  「下野市の火」は、いちご一会とちぎ国体・いちご一会とちぎ大会実行委員会が実施

する総合開会式において「各市町村の火」とともに炬火入場し、集火、炬火台への点火

で使用される。 

※令和２年度時点では県実行委員会で総合開会式の内容について調整中。集火方法に

ついては以下３パターン。 

  ・事前イベントで集火 ・オープニングイベントで集火 ・総合開会式で集火 

５ その他 

  この実施計画に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 
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審議第４号 

〔８〕キンボールスポーツ 

１ 期   日   2022 年９月 17 日（土）     

          受付             8 時 30 分 

          開始式            9 時 00 分 

          （リードアップゲームを含む） 

          競技開始           9 時 45 分 

          表彰式            競技終了後 

２ 会   場   下野市            下野市石橋体育センター 

３ 種別及び参加人員 

種 別 選手（監督含） チーム数 小計 合計（人） 

ジュニアの部（A） ４～８ １５ １２０ 

３６０ ジュニアの部（B） ４～８ １５ １２０ 

フレンドリーの部 ４～８ １５ １２０ 

※ 監督が選手を兼ねることができる。 

４ 競技上の規程及び方法 

（1） 競技規則 

    国際キンボールスポーツ連盟オフィシャルルールを適用する。（一部ローカルルール

を適用する。） 

（2） 競技方法 

  ア 全ての部門で予選（各チーム３試合）を行う。上位３チームで決勝を行う。 

  イ 決勝戦で同点のチームが出た場合は、同点のチーム同士で３点先取の延長戦を行う。 

  ウ 各種別のスコアキーパーは選手が担当する。 

（3） その他 

  ア 組み合わせは主催者が決定する。 

  イ 競技実施に必要な事項は別に定める。 

  ウ ヒットは両手打ちのみとする。 

５ 選考方法 

  各種別において参加申込み先着順とし、定員になり次第締め切る。 

６ 参加資格 

（1） 栃木県内に在住、在勤、在学している者で１チーム４名以上８名以下の構成とする。 

（2） その他、栃木県キンボールスポーツ連盟が認めた者。 

（3） 小学生以上を対象とする。 

（4） 小学生が参加する場合は、保護者又は成人の付き添いを必要とする。 

（5） １８歳未満の者が参加する場合は、保護者の同意書を提出する。 
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（6） 各種別の参加資格は以下のとおりとする。 

  ア ジュニアの部（A）：小学１年～３年生（男女混合可） 

  イ ジュニアの部（B）：小学４年～６年生（男女混合可） 

  ウ フレンドリーの部：中学生以上の競技経験者（男女混合可） 

７ 表   彰 

（1） 各種別の優勝、準優勝、３位のチームに、賞状を授与する。 

（2） 参加者には、大会参加記念章を授与する。 

８ 参加申込方法 

  所定の「参加申込書」及び「参加同意書」（2022 年４月１日現在で 18 歳未満の者が参加

する場合のみ）に必要事項を記入の上、2022 年４月１日（金）から８月１日（月）までに

下記宛に持参又は郵送・FAX もしくはメールで提出すること。 

（注１） 申込後、到着確認の連絡（電話、FAX 等）をお願いします。 

（注２） 受付完了後、事務局から必要な連絡等をさせていただきます。 

申 込 先 宛   先 提出部数 

いちご一会とちぎ国体下野

市実行委員会事務局（下野市

教育委員会事務局スポーツ

振興課） 

〒329-0492 

 栃木県下野市笹原 26 

 TEL 0285-32-8920 

 FAX 0285-32-8611 

 ﾒｰﾙ  sports@city.shimotsuke.lg.jp

１部 

９ 参加負担金 

（1） ジュニアの部   １チーム 2,000 円 

（2） フレンドリーの部 １チーム 3,000 円 

（3） 参加申込後の通知に従い、指定日までに納入すること。 

（4） 納入された参加料については、返金しないものとする。 

10 参加上の注意 

（1） 傷害保険の加入については、主催者側で一括加入し、補償は保険の範囲内とする。 

（2） 参加者は、各自の責任において健康管理に十分配慮した上で参加すること。 

（3） 競技実施中の傷害、疾病については、主催者側で応急処置を行うが、以後の責任は一

切負わない。（大会当日は、各自、健康保険証を持参すること。） 

（4） 会場までの移動については、各自行うこと。 

（5） 貴重品の管理は、個人又は各チームで行うこと。 

（6） 飲食、その他の「ゴミ」は、本人が必ず持ち帰ること。 

11 個人情報の取扱いについて 

参加申込書及び参加同意書に記載された個人情報については、以下のいちご一会とちぎ国 

体に関する業務に使用する。また、申込み時点で本人の同意が得られたこととする。 

（1） いちご一会とちぎ国体参加意思及び参加人数の確認 

（2） 参加資格の確認（年齢、性別、所属、保護者の同意など） 
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（3） 参加案内等の送付 

（4） 競技別プログラムの作成 

（5） 賞状等の筆耕 

（6） 競技結果、映像、写真の記録業務への使用及び広報紙、インターネット等への掲載 

12 その他 

 荒天時及び不測の事態の場合には主催者が当日６時までに開催の有無を決定し、いちご一

会とちぎ国体下野市実行委員会公式サイトで周知する。個別に電話連絡はしない。 
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いちご一会とちぎ国体下野市開催推進総合年次計画【年度別業務】

競技会係員・補助員
の委嘱

大会宿泊
要項作成

リハ大会弁当調達
要項作成

大会弁当調達
要項作成

炬火イベント実施

宿泊基本計画策定

各競技会
開始式・表彰式の実施

リハ大会会場設営

競技施設整備の実施

リハ大会宿泊
要項作成

栃木県国体開催県 福井県 鹿児島県 三重県茨城県

輸送交通
基本計画策定

第一次仮配宿
シミュレーション

廃棄物処理
計画策定

計画輸送
シミュレーション

リハ大会計画輸送
実施

環境衛生対策
実施計画策定

環境衛生対策
要領策定

環境衛生対策
要項策定

医事衛生基本計画
策定

医療救護対策
要項策定

救護所
設置計画策定

感染症（防疫）対策
要領策定

第二次仮配宿
シミュレーション

第三次仮配宿
シミュレーション

大会配宿実施

リハ大会消防警備
本部設置

リハ大会消防警備
計画策定

感染症（防疫）対策
要項策定

年 度 2018年度（4年前） 2019年度（3年前） 2021年度（1年前）

⑩医事衛生

⑫消防警備

⑪輸送交通

食品衛生対策
要項策定

リハ大会
救護所設置

防疫対策実施
計画策定

食品衛生対策
実施計画策定

消防防災・警備業務
基本計画策定

会場地輸送
計画策定

輸送業務実施
要項策定

輸送計画等調査

交通対策業務実施
要項検討

消防防災・警備業務
実施要項策定

大会自主警備
計画策定

リハ大会対策救護所
設置計画策定

交通対策業務実施
要項策定

⑨宿　泊

医療救護対策
実施要領策定

式典実施要項策定

⑧施　設
大会会場

設営仕様書作成

⑦式　典

施設整備基本
計画策定

炬火イベント実施計画
策定

炬火イベント実施要項
策定

競技運営基本計画策定

リハ大会開催基本
計画策定

練習会場地案作成 練習会場借用依頼

デモスポ実施要項
策定

情報通信業務
実施要項策定

練習会場協力依頼

情報通信基本計画策定

デモスポ実施要項
検討

競技別リハーサル大会
実施要項策定

競技用具整備計画検討 競技用具整備計画策定

競技用具整備

競技会係員・補助員
編成計画策定

競技会係員・補助員
編成決定及び養成

リハ大会会場
設営仕様書作成

式典実施要項策定
リハーサル大会

開始式・表彰式の実施

情報通信業務
実施要項策定

⑥競　技

2020年度（2年前） 2022年度（開催年）

競技別プログラム作成

競技日程・組合せ表
（案）作成

組合せ抽選会実施

競技役員等編成（案）
作成

競技役員等編成
決定・委嘱

競技別実施要項策定競技別実施計画策定

第
7
7
回
国
民
体
育
大
会
開
催

大会救護所設置

廃棄物処理実施

医事衛生本部設置

輸送本部設置

大会宿泊本部設置

デモスポ開催

大会弁当調達

臨時通信施設
架設設置

式典基本計画策定

消防警備本部設置

リハ大会輸送
計画策定

大会会場設営

食品衛生対策
要領策定

競
技
式
典
専
門
委
員
会

宿
泊
衛
生
専
門
委
員
会

輸
送
交
通
専
門
委
員
会

追加
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審議第６号

いちご一会とちぎ国体下野市情報通信業務実施要項（案）

１ 趣旨

  この要項は、「いちご一会とちぎ国体下野市情報通信基本計画」に基づき、第７７回国

民体育大会「いちご一会とちぎ国体」（以下「国体」という。）における情報通信業務の実

施について万全を期し、国体の円滑な運営を図るため必要な事項を定める。

２ 情報通信業務の種類

 （１）競技会運営に関する通信

    いちご一会とちぎ国体下野市実行委員会（以下「市実行委員会」という。）は、競

技団体等と協力のもと、競技会場及び練習会場等に必要な情報通信機器を設置し、式

典及び練習会場等の円滑な運営を図る。

 （２）記録業務に関する通信

    市実行委員会は、実施本部及び各競技会場に必要な通信機器を設置し、迅速かつ正

確な記録の送受信を行い、記録業務の円滑な運営を図る。

 （３）輸送・交通業務に関する通信

    市実行委員会は、選手、監督、役員、視察員、報道員及びその他関係者並びに一般

観覧者の輸送及び各競技会場の交通対策に必要な通信機器を設置し、輸送・交通の円

滑な運営を図る。

 （４）警備・消防防災業務に関する通信

    市実行委員会は、関係機関・団体と連携して、警備・消防防災業務の実施に必要な

通信体制を確立する。

３ 通信機器

  上記２の業務を遂行するために使用する通信機器は、次のとおりとする。

 （１）臨時加入電話

 （２）携帯電話

 （３）無線通信機器

 （４）パソコン

 （５）ファクシミリ

４ 設置

 （１）パソコンは実施本部、競技会場、その他必要な箇所に設置する。

 （２）携帯電話及び無線通信機器は、国体運営上必要と認める者に携帯させる。

 （３）通信機器の設置については、国体運営に支障のない日時までに完了することとし、
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使用は原則として国体開催期間中とする。

 （４）設置数、使用時間及び設置場所等については、競技団体及び関係機関・団体と協議

の上決定する。

５ 通信機器の管理及び保管

 （１）競技会場等に通信機器を取り扱う管理責任者を置き、通信機器の管理及び保管を統

括する。

 （２）国体終了後、競技会場等における通信機器の用務が完了した時は、管理責任者はこ

れを取りまとめ実施本部各部へ返還する。

６ その他

 （１）この要項に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。

 （２）競技別リハーサル大会における情報通信業務についても、この要項を準用する。
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審議第７号

いちご一会とちぎ国体下野市式典実施要項（案）

１ 趣旨

  この要項は、いちご一会とちぎ国体下野市開催競技における式典の実施について、「い

ちご一会とちぎ国体下野市開催推進総合計画」及び「いちご一会とちぎ国体下野市式典基

本計画」に基づき、必要な事項を定める。

２ 方針

  式典は、競技会への参加意欲を高めるとともに、選手の検討を心からたたえるものとす

る。内容については、競技運営や選手のコンディションを配慮した上で、競技団体及び関

係機関等と協力し、簡素な中にも心に残るものになるように創意工夫する。

３ 式典運営

 （１）式典の運営は、競技団体及び関係機関等といちご一会とちぎ国体下野市実行委員会

（以下「市実行委員会」という。）の緊密な連携のもと、これにあたる。

 （２）式典の協力者は、県内の学校及び関係機関等の協力を得て編成する。

４ 式典内容

表彰式の内容は、概ね次のとおりとする。ただし、内容及び所要時間については、選手

のコンディション等の配慮に努めるため、適宜変更できるものとする。

  表彰式

   ア 開式通告

   イ 成績発表

   ウ 表彰状授与

   エ 大会会長トロフィー授与

   オ 閉会のあいさつ

   カ 歓送のことば

   キ 競技会終了宣言

   ク 閉式通告

５ 式典音楽

  式典音楽は、原則としてＣＤ等を利用する。

６ その他

（１）この要項に定めるもののほか、必要な事項は、市実行委員会及び競技団体等が協議
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の上、別に定める。

 （２）競技別リハーサル大会における式典実施についても、この要項を準用する。
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